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生物学類担当授業科目

　動物生態学実験、生態学野外実習、基礎生物学実験

研究領域　理論生態学

研究テーマ

１）実験個体群を用いた競争様式の進化

２）遺伝的アルゴリズムを用いた集団遺伝学

３）古典的生態モデルの IBM 化

４）人工生命体を用いた進化生物学

研究概要

　専門は理論生態学であり、取り扱う材料はマメゾウム

シの実験個体群、茨城県 周辺のサギ群集、マルハナバ

チ群集、そして何ギガバイトものハードディスク 領域

を占領するコンピュータープログラム達と、大変多岐に

わたる。取り扱う テーマは以下の通りである。         

1. マメゾウムシ実験個体群を用いた、競争、食う -食

われるといった生物相互作用の進化実験

　内田俊朗に始まるマメゾウムシ実験個体群研究の総本

山として、競争型 (勝ち抜き型 /共倒れ型 )の進化、捕

食寄生者と宿主の相互作用の進化を研究する。世界最多

のアズキゾウムシとヨツモンマメゾウムシの系統を保有

する。 

2. 茨城県とその近隣のサギ群集 (コサギ、チュウサギ、

ダイサギ、アマサギ、ゴイサギ、アオサギ )のコロニー

および塒の分布とその形成要因の研究

　茨城県のサギ類のコロニーと塒の分布を 15 年以上も

研究している。採餌効率の最適化と歴史性という、相反

する要因を統合しながら、コロニー /塒形成のメカニズ

ムを究明する。

3. 茨城県の低地に棲息するマルハナバチ群集の採餌行

動とコロニー分布の研究

　低地で、主に畑や花壇など、人工的な餌環境に大きく

依存する、3種のマルハナバチ (コマルハナバチ、トラ

マルハナバチ、クロマルハナバチ )のコロニー形成と採

餌行動を研究する。人工の巣作りにも成功している。 

4. 生態学の解析的モデルの IBM(Individual-based 

Model) 化

　古典的、あるいは最新の理論モデルを IBM 化すること

により、どういう問題をどのように IBM 化するべきか、

その方法論を提示する。

5. 遺伝的アルゴリズムによる集団遺伝学

　遺伝的アルゴリズムは、遺伝学の知識を応用した最適

化手法である。このアルゴリズムを数学的手法として生

物学に逆輸入することによって、Sewall Wright の夢で

ある平衡推移説を完全な形で立証することをめざす。

6. 人工生命を使ったゲノムプロジェクト

　答えの分っている人工生命によるシステムをゲノム解

析することにより、従来のゲノム解析手法の妥当性を評

価したり、まったく新たな解析手法を提出することをめ

ざす。 
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2004 年８月４日　長野県入笠山にて掘り出したミヤママ

ルハナバチ (Bombus honshuensis) の巣。


